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SAVEコンポーザーHA



HA

エジェクター吐出

FTJ工法
（2流線式固化材スラリー噴射撹拌工法）

FTJ-FAN工法
(揺動式複流線固化材スラリー噴射攪拌工法)

F TJ工法は、撹拌
翼の先端に設け
た複数のノズルか
ら、高圧で大流量
の固化材スラリー
を噴射すること
で、一度に大きな
断面の造成が可能、かつ２倍速以上での造成
が可能です。FTJ-FAN工法では、噴射方向の
制御を行い、扇形あるいは矩形断面の改良体
を造成します。自由な形状の改良体を造成す
ることで、既設構造物の直下を必要な範囲に
限定して改良できるため、より効率のよい経
済的な地盤改良を実現します。

TOFT工法は、
地盤中に固化し
た改良体を格
子状に配列する
ことにより液状
化を防止する工
法です。

FTJ-FAN工法＜扇形＞ FTJ-FAN工法＜矩形＞

扇形改良体

扇形改良による既設構造物直下施工イメージ図

固化材スラリーを
高圧で噴射

扇形改良体

揺動角
（任意）

揺動 揺動

SAVEコンポーザー/SAVEコンポーザーHA

エジェクター吐出を使用することで硬質
地盤への貫入が可能。

施工機械
（超小型施工機タイプ）

圧送ポンプ

流動化砂製造プラント

CI-CMC工法
（大径・高品質の深層混合処理工法）

CI-CMC-HA工法
（硬質地盤に適応した大径・低変位の深層混合処理工法）

CMC工法は、固化による地盤改良の代表的な深
層混合処理工法です。この工法は、セメントミル
クなどの固化材と原地盤を撹拌混合し、改良材
と土粒子との化学的な結合作用を利用して地盤
改良を図る工法です。
CI-CMC工法／CI-CMC-HA工法は、従来の深
層混合処理工法の品質はそのままに、大量施工
を可能にした工法です。

液状化層

液状化層

非液状化層

SAVEコンポーザーは、振動機を用いずに無振動・低騒音で締固めを行う既設構造物の近
接での施工に適した工法です。従来のサンドコンパクションパイル工法と同等の改良効果が
得られます。
SAVEコンポーザーHAは、
SAVEコンポーザーに貫入能
力の向上と着底管理方法の２
つの特長を付加した技術です。

セ  ー  ブ

施工機械
（ロータリーパーカッションドリルタイプ）

SAVE-SP工法は超小型の施工機械を用いて、流動性を付与した砂をポンプ圧送により地中に圧入すること
で、地盤を締固めます。
狭隘地、既設構造物直下での地盤の締固めが可能となりました。
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